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本論文（Integrated Assessment of Co-benefits from Methane Recovering-based CDM Projects: Case 

Studies in Thailand）は、クリーン開発メカニズム（CDM）や二国間クレジット制度（JCM）

の様な地球温暖化緩和策におけるコベネフィットを定量化する方法を開発することを大き

な目的としている。 

第 1 章と 2 章では本研究を行った背景と目的を記し、国際的な炭素クレジットの枠組みを

政府や国際機関の文書、研究論文等をまとめ解説し、さらに、コベネフィットの種類や定量

化の手法をまとめた。また、本論文で検討した事項に関する総説、すなわち嫌気性消化槽の

CDM における事例、嫌気性ラグーン等の環境影響、環境の市民による評価手法、そして、

多くの環境パラメーターによる総合的評価手法に関する総説を記述した。 

第 3章では本論文においてケーススタディとして扱った対象地域に関する説明、さらに、本

論文で採用した環境と経済の評価手法に関する説明をした。 

第 4章は二つの対象地域において CDMプロジェクトを実施した場合、発生クレジット、メ

タン発生、売電等の要素を勘案した経済的評価を行った。 

第 5 章では CDM プロジェクトを実施した場合の地域環境へ与える負荷を定量的に評価す

るために二つの手法を検討し、より多くのプロジェクトに適用可能である排水処理システ

ムに係わるコストを環境負荷とする方法が適当であると結論した。 

第 6 章では地域の水環境の価値を算出するため、タイにおいて大規模アンケートを実施し

定量的に求めた。その結果、水環境汚染が起こっている地域においては、全国の平均と比較

して、より高い支払意思額が観察された。 

第 7章では経済、環境、社会評価の観点からプロジェクトを評価する手法を開発し、二つの

対象地域に適用し、今後 CDM等の地球温暖化緩和に関するプロジェクト評価に活用可能な

手法を提案した。 

以上のように、本論文は今後適用が多くなると予測される CDM等の地球温暖化緩和に係わ

るプロジェクトにおいて、ホスト国にとって特に重要であるコベネフィットの効果を定量

的な解析を経て評価する手法を開発した。この手法は実用性が高く、工学的に意義が有り、

地球環境に係わる学術への貢献が高い。 

以上の成果より、本論文は博士（工学）の学位請求論文として合格と認められる。 


